
山口義行先生は����年３月, 立教大学を定年退職された｡����年４月に立教大学経済学部に奉職されて以来, 先生は数多くの論考を著す一方, 金融論
をはじめとするいくつもの科目を担当され, 学部ゼミにおいてはその熱心な指導によって数々

の優秀な職業人を輩出, 大学院では研究者の養成と社会人向け教育に貢献されるなど, 研究と

教育に尽力された｡ また先生の活躍の場は学内・学界にとどまることなく地域・社会へと広が

り, 学生のみならず企業経営者をはじめとする多くの人に多大なる影響を与えてきた｡

私をはじめ, 話を聞く人はいつもその豊富な知識と軽快に自説を語る先生に圧倒されてきた

が, 先生が多くの人を惹きつける一番の理由は, 問題提起の仕方とそれを解決するための鋭い

視角, そしてそれを支える明快な論理にあるのではなかろうか｡ こうした裏付けがあるからこ

そ, 人は先生の言葉に耳を傾け, 自らも考えてみよう思い, そして行動を起こしてきたに違い

ない｡ 出会ってから��年近く, 私もまた先生の考え方や言葉に影響を受け, 叱咤激励を受けて
きたし, 現在でもそれを必要としている｡ こういう私が, 数多くの先生の業績をまとめること

は力不足かもしれないが, ｢院生｣ と ｢同僚｣ という私しか経験したことのない２つの立場か

ら見た先生の ｢人と学問｣ を長らく受けた指導への感謝として綴らせていただこうと思う｡

山口先生のご研究

山口先生のご研究は, マルクスが 『資本論』 において展開した信用理論を ｢不換制度下の理

論｣ としていかに発展させるかといった問題意識の下に行われてきた理論的研究と, その理論

的な問題意識を背後に持ちつつ行われた現実分析に大別される｡ とくに先生の現実分析の特徴

は, ｢金融現象｣ の解明を直接的な課題としながらも, それをその背後にある ｢実体経済｣ の

変化との関連において明らかにしようとする点にあり, そうした分析姿勢のために, 先生の金

融分析は現代経済の ｢構造分析｣ としての意味を色濃くもっている｡����年代以降になると, 研究はこれらの理論と現状分析を踏まえた政策批判や政策提言へと
広がり, それがきっかけとなって金融行政が変更されるなど, 社会に大きな影響を与えてきた｡

政策分野において残された業績・貢献は金融の分野にとどまらず, 中小企業にかかわるそれも

数多い｡ それゆえ研究の全体像, そしてその成果をすべて描き出すことはとても難しいことで

はあるが, 以下では, 理論研究, 現実分析, 政策分析にかかわる先生の主たる業績 (以下, 本
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文では論文・書籍名と出版年だけを記した｡ 詳細を確認されたい場合には ｢業績一覧｣ でご確

認いただきたい｡) を敷衍しながら, その学問的・社会的貢献を振り返ってみたい｡

｢信用の膨張と収縮メカニズム｣ ――山口先生の信用理論――

すでに紹介したように山口先生は, マルクスが 『資本論』 において展開した信用理論を ｢不

換制度下の理論｣ としていかに発展させるかという問題意識の下, インフレーションや資産バ

ブルといった現代的事象を説明しうる信用理論の構築を課題とされてきた｡ その端緒であり基

礎でもある論文は, ｢『信用の膨張』 と 『紙幣の過剰』 インフレーションにおける過剰概念

とその具体化について ｣ (����年) である｡�不換制下における市中銀行の対企業取引の増大はインフレーションの原因なのか？� 貨幣
信用論の研究者は長年にわたりこの問題を提起・議論してきた｡ 先生によればその理由は, そ

こに ｢マルクスの紙幣減価についての規定は, 今日の発達した信用制度下におけるインフレー

ションの規定としてどのように具体化されるべきか｣ という根本的な問題が含まれているから

である｡ しかし, こうした課題が幾度も設定されるということは, すなわちそれが依然として

解決されていない課題であることを意味する｡ それゆえ多くの研究者を悩ませてきたこの課題

に対し, 先生もマルクスの紙幣減価論での規定を基礎にしつつ, 信用制度を考慮に入れてあら

ためてインフレーションを規定し直すことによってその解明に取り組まれた｡ 換言すれば, こ

こでは 『資本論』 第一部第三章で論じられた貨幣論レベルである ｢紙幣減価論｣ を信用論レベ

ルの ｢インフレーション理論｣ として展開すべく ｢過剰概念｣ の具体化を試みられたのである｡

ではどのようにして先生はこの課題の解明に接近されていったのであろうか｡ 紙幣減価論を

基礎にする以上, まずなされなければならないのは紙幣の過剰と紙幣の減価法則について把握

することである｡ これを考えるとき, ｢強制通用力ゆえに, 紙幣は国家によっていくらでも流

通に押し付けられうる……｡ しかし, 他面, 紙幣は流通に価値章標として受け入れられるため

には一定の量的限度をもっている｣ (���ページ) から, 紙幣の流通量と必要量との間に量的な
乖離が存在するということは自明である｡ そしてまた, 過剰な紙幣はやがては流通に必要なも

のとして吸収されることもまた自明である｡ それはまさに, 個々の紙幣の代表金量が減少し,

それを反映して物価が全般的に騰貴するという事態として実証される紙幣の流通量と必要量と

の間の質的関係にほかならない｡ こうして ｢紙幣の流通量と必要量との乖離は経済法則に対す

る外部的・一時的な侵害をあらわし, それによって生じる紙幣の減価はその貫徹をあらわす｣

(���ページ) ことになる｡ この点に異論はなかろう｡ では, ｢かかる乖離はそもそもどのよう
にして引き起こされるのか｣ (同上)｡ 先生はこうした課題を設定され, 次のような見方を示さ

れている｡

｢紙幣の流通量と必要量との乖離 (紙幣の過剰) という事態は, 新たに発行された紙幣が流
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通に投じられる過程�―�が, 形式的には購買であっても, 実質的に価格実現の過程ではな
く, 無価値な紙券と商品との交換の過程でしかないということにもとづいてのみ生じる｡ とす

れば, かかる事態は文字どおり, 一つの独自な社会関係を表現するものだということになる｡

すなわち, 国家が購買という形式で, 無価値な紙券によって流通から価値を一方的に取り上げ

るという関係｣ (���ページ) であり, ｢紙幣による購買が実質的にたんなる価値収奪でしかな
いという関係｣ (同上) である｡ 流通量と必要量との乖離 (紙幣の過剰) という事態の本質は

この点にこそあり, インフレーション, すなわち ｢物価騰貴は, このことの結果的な実証にほ

かならず, かくしてそれはまた, 基本的な一法則, すなわち労働なくしては (無価値な紙券に

よっては) 価値はつくりだせないのだという基本法則の貫徹を意味する｣ (���‒７ページ) こ
とになる｡

さて, このように考えれば, ｢今日の市中銀行の対企業取引の増加はインフレーションの原

因になりうるのか｣ という冒頭で示した課題は, ｢不換制下において生じる市中銀行の対企業

取引の増加は, はたして, たんなる強制通用力にもとづく購買力の創造という 本来なら紙

幣の過剰として示される 独自な関係を含みうるものなのかどうか｣ (���ページ) という課
題として設定し直されることになる｡

兌換制か不換制かを問わず, 市中銀行の対企業取引はつねに債務の創造, つまり銀行信用を

つくりだすことによって購買力 (資本) を創造する｡ このとき, 市中銀行はどのような信用制

度であっても預金の支払に備えて中央銀行券や中央銀行への預け金を現金準備として保有しな

ければならず, それゆえその信用創造は, 現金準備との関係で制約を受けざるをえない｡ とは

いえ, その制約は中央銀行が現金準備の補填者としてあらわれる限りで突破可能である｡ つま

り, ｢市中銀行は, 中央銀行券のもつ強制通用力に依存して, 自己の信用 (債務) を膨張しう

る｣ (���ページ)｡ しかし, 兌換制下では中央銀行の信用供与それ自体が金準備によって制約
を受けたのに対し, 不換制下においては ｢中央銀行の 『信用』 が金準備による制約から解き放

たれ, たんなる紙幣発行能力に基づいて膨張しうる｣ (同上) のであるから, それは ｢全信用

がその内在的な限度をこえて, 中央銀行券のもつ強制通用力に依拠して膨張しうるようになる｣

(同上)｡ したがって, 市中銀行の対企業取引も, ｢それが兌換制下ではなしえなかったほどの

規模に つまり, 中央銀行が兌換制下での限度をこえて支えなければならない程に 増加

するなら, その際行なわれる購買力 (資本) の創造は事実上強制通用力にもとづくものに転化

し, インフレーションを引き起こす｣ (同上) ことになる｡

こうして 『資本論』 のいわゆる貨幣論レベルにおいてマルクスが明らかにした紙幣減価にか

かる法則 国家紙幣が流通必要金量を超えて過剰に発行・投入されるなら紙幣減価が生じる

は, 今日のような信用制度下においては, 中央銀行の対市中銀行取引に支えられて, 兌換

制下でならなしえなかったほどの規模にまで市中銀行の対企業取引が行われるような場合にイ

ンフレーションとして貫徹する｡ 先にみたインフレーションにおける過剰概念, すなわちたん
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なる強制通用力によって購買力がつくりだされるという独自な関係は, 今日では兌換制下の紙

幣の過剰発行という形態ではなく ｢中央銀行券のもつ強制通用力に依拠した銀行信用の過大な

膨張という, より高次な形態をとってあらわれる｣ (���ページ) と先生は主張されたのである｡
さて, その後先生はこうした概念把握を基礎においた実証分析へと軸足を移していかれるの

であるが, 再び信用理論に立ち返られた ｢信用創造と金融仲介 バブル経済を理解するため

の理論的基礎 ｣ (����年) においては, 先にみた過剰概念の概念展開を可能にする信用理
論の枠組みを提示されている｡ ここでは銀行機能における ｢創造｣ と ｢仲介｣ という２面性を

一つの ｢矛盾｣ ととらえ, その ｢矛盾｣ に ｢信用の膨張と収縮｣ という ｢運動｣ の源泉を見出

すという独自な信用理論を展開され, こうした動的把握がインフレーションや資産バブルとい

う不換制度下に独自な現象を解明するために必要となる理論的基礎であることが示されている｡

この論文の学界への貢献を詳しく見ておこう｡

知られるように, 銀行には２つの規定 ひとつは預金という信用貨幣の �創造者�として
の規定, すなわち ｢信用創造｣ 機能, いまひとつは利子生み資本の運動の �媒介者�としての
規定, すなわち ｢金融仲介｣ 機能 がある｡ このことにかかわって学界, とりわけ信用論研

究者の間では, ｢どちらがより銀行にとって本質的なものか｣ という課題が繰り返し提起され

てきた｡ しかし先生が課題とされたのは, こうしたどちらが本質的かを問うことではなく,

｢両者の関係をどう統一的に理解するか｣ (��ページ) という点であった｡ このことの理解が,
現代における信用膨張と収縮を理解する際の要石であると考えられたからである｡ では, 両者

はいかなる関係にあるのだろうか｡

まず理解しておくことは, ｢『信用創造』 機能は 『金融仲介』 機能の一部として, それに付随

して発展してきた｣ (��ページ) ということである｡ というのも, 銀行は集めた貨幣を利子生
み資本として貸し出すことによって, 帳簿に存在する預金の多くをたんなる貨幣請求権, 銀行

の側から言えば ｢無準備の債務｣ に転化させるからである｡ しかし, ｢『金融仲介』 機能のうち

に内包されていた 『信用創造』 機能は, 当座貸越や手形割引を通して 『自立的』 な機能として

外部化する｡ そこでは銀行自身の手で 『たんなる貨幣請求権』 としての預金が新たにつくりだ

される｣ (��ページ) からである｡ ただ, ｢銀行が信用創造によって自ら貸出原資を創造するの
だといっても, この場合の信用創造はあくまでも 『流通の必要』 によってその限度を画されて

いる｣ (同上)｡ その意味で ｢その 『自立』 は未だ制限的｣ (同上) であり, 銀行が実行する貸

出が当座貸越や手形割引の形をとるもの, 借り手にとってそれが ｢流通の必要｣ にもとづいて

おこなわれる借入であるとすれば, それは社会的再生産の見地から ｢流通手段の前貸｣ として

の機能をもつものといわざるをえない｡

では, ｢流通の必要｣ にその限度を画されない銀行の貸出 (借り手の借入) は, いかなる場

合に生じるかといえば, それはたとえば借り手が新たに事業を開始しようとして銀行借入を求

める場合, あるいは既存の生産規模を拡大しようとして銀行借入を求める場合, すなわち借り
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手が新たに機能する資本そのものを借入によって入手しようとする場合である｡ 換言すれば,

借り手が新た (もしくは追加的) に価値増殖運動を開始する資本を求め, この ｢資本の前貸｣

が行われる場合にほかならない｡

このような銀行信用の質的な区別を前提として先生は, ｢信用創造｣ 機能と ｢金融仲介｣ 機

能との関連を次のように整理されている｡ ｢『信用創造』 によって 『資本の前貸』 が実行されれ

ば, 『預金→貸出』 という銀行の 『金融仲介』 機能もそれに伴って拡大し, 利子生み資本の運

動も活発化する｡ しかし, それはあくまでも 『信用創造』 によって 『資本の前貸』 が実行され

たことの結果にほかならない｡ 全過程をリードしているのはあくまでも 『信用創造』 であって,

『金融仲介』 ではない｡ むしろ 『金融仲介』 を自身が作り出した運動の一部として含みながら,

銀行の 『信用創造』 は社会的再生産過程を緊張状態に導いていく｣ (��ページ)｡ すなわち,
｢金融仲介｣ 機能から自立化した ｢信用創造｣ 機能が ｢はじめに信用創造ありき｣ となりうる

局面があることを論じられたのである｡ 銀行はその本質において ｢預金で集めた貨幣を貸すと

ころ｣ だとしても, その本質論を強調するだけでなく, ｢はじめに信用創造ありきの局面があ

る｣ ことを理解することで, 信用制度が生み出す経済のダイナミズムを理論的に位置づけるこ

とができる｡ これが先生の言わんとされることであった｡

では, こうした ｢信用創造｣ と ｢金融仲介｣, そしてその統合にかかわる理解は, 現代にお

ける信用の膨張と収縮との理解にどのように貢献するのであろうか｡ そのことを考える上で重

要なことは, ｢信用創造の限度｣ を理解することである｡ ひとつは再生産過程を信用創造がリ

ードする局面での銀行信用の拡大 すなわち資本の前貸 によって生じうる過剰生産の進

行と借り手の利払いおよび返済の困難化を通じた ｢銀行の資産内容の健全性｣ への疑念によっ

て, いまひとつは貨幣資本の蓄積によらない貸出 すなわち信用創造による貸出 の継続

がいずれ金融市場での金利上昇をもたらし, それがブレーキとなることによって, 信用膨張の

｢限界｣ が立ち現れ, 信用収縮へと転換しなければならないことが明らかになるからである｡

｢『貸付資本の堆積, その過剰豊富』 が生じている局面にあっては, 銀行が形式的には 『預金

設定』 による貸出を行っていても, 銀行の信用創造のもつ実質的な意味は 『流通手段に対する

需要』 を満たすことに限定され, 仮にそれで 『資本の前貸』 が実行されたとしても, 『仲介』

機能を超えることにはならない｡ ／しかし, 金利が低位で安定しているということ自体が１つ

の誘引となって, 『資本の前貸』 が徐々に活発化し, 景気は活況を呈するようになる｡ やがて

『貨幣資本にたいする需要が供給よりももっと早く増大』 しはじめ, 再び銀行の信用創造によ

って 『資本の前貸』 がまかなわれる局面, すなわち 『再生産過程を信用創造がリードする局面』

が現れる｡ ／とはいえ, …… 『信用創造による資本の前貸』 が続けば, 過剰生産と金利上昇が

進行し, いずれ信用収縮へと局面転換が生じる｡ 銀行の 『創造』 機能は再び停止状態に陥り,

銀行はたんなる 『金融仲介者』 に引き戻される｡｣ (��ページ) のである｡
このように＜預金で集めた貨幣を貸す＞という銀行の規定が当てはまる局面と, ＜再生産過
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程を信用創造がリードする局面＞との局面転換を先生は動態的に捉えられた｡ そして ｢銀行が

相反する２つの機能上の規定をもつことは, それ自体としては 『矛盾』 にほかならない｡ しか

し, その 『矛盾』 こそが, 信用の膨張と収縮というダイナミズムを生む源泉なのであり, その

意味でそれは産業循環を形成する主要な要因として位置づけられるべき｣ (��ページ) である
と主張されたのである｡

前述のように, 信用論研究者は繰り返し ｢『創造』 と 『仲介』 のどちらが銀行機能において

より本質的なのか｣ という問題をめぐって議論してきたが, 先生の把握はこうした問題設定の

在り方に根底から見直しを迫るものであった｡ 銀行の本質をめぐるダイコノミーを乗り越え,

｢信用創造｣ 機能と ｢金融仲介｣ 機能との関係を統一的に把握することによって信用制度が生

み出す経済のダイナミズムを理解されようとされた先生の研究は, 信用理論の発展に大きく貢

献するものであったといえよう｡

現代資本主義を捉える眼――山口先生の実証分析――

以上のような理論的基礎を持ちつつ, 山口先生は積極的に現実分析を試み, その分野におい

ても多大な貢献をされてきた｡ 冒頭で論じたように, 先生の現実分析の特徴は, ｢金融現象｣

の解明を直接的な課題としながらも, それをその背後にある ｢実体経済｣ の変化との関連にお

いて明らかにしようとする点にある｡ ２つの論文でこのことを確認しておきたい｡ ひとつは資

産インフレの問題を取り扱った ｢資産インフレの金融メカニズムについて｣, いまひとつは現

先市場という金融市場の生成を取り扱った ｢現先市場 (条件付債券売買市場) の生成について｣

である｡ 前者からみていこう｡

土地や株を中心に様々な資産価格が急騰するという, いわゆる ｢資産インフレ｣ は, ����年
代後半の日本経済はいうまでもなく, 金融化の進んだ現代の先進諸国および膨大な国際資本移

動の下で国内経済の活況と崩落とに見舞われた新興国でもみられた経済事象である｡ それゆえ,����年代後半の日本において生じた ｢不動産バブル｣ について, 過剰貨幣資本の発生とその運
動態様を克明に追うことで, その発生とプロセスとを解明された ｢資産インフレの金融メカニ

ズムについて(�)(�)(�)｣ (����, ����年) は, 今日世界各国で生じる資産インフレをめぐる諸
課題を解明するためにいまなお重要な示唆を与える論文である｡

もちろん, 資産インフレはこの論考が対象とする����年代からみられるようになったわけで
はない｡ とすれば, ����年代以前の研究は資産インフレの発生をどのように理解してきたので
あろうか｡ これに対して先生は, ｢これまでの諸研究が 『資産インフレ』 発生のメカニズムや

その意義を十全に明らかにしたのかといえば, 必ずしもそうとはいえない｡ というのは, 『資

産インフレ』 を, 過剰な貨幣資本の発生とその運動の帰結としてとらえるべきであるというこ

とではほぼ共通の認識があるとしても, その原因については, 多くの場合企業や金融機関の調

立教経済学研究 第��巻 第３号 ����年���



達資金の源泉やその運用形態の列記, あるいはまた 『金融政策の失敗』 を強調するにとどまっ

ており, それらの諸要因相互の関連を動態的に明らかにするという点では必ずしも成功してい

るとは言いがたい｣ ((�), ２ページ) からであると評じた｡ こうした先行研究を踏まえて先生
は, ����年代半ば以降のわが国の金融状況を振り返りながら, ｢現代の貨幣供給機構やその運
用の機構を 『過剰貨幣資本の創出と運動』 の機構へと転化させてしまう現代資本主義の構造や

メカニズムの解明｣ ((�), ２‒３ページ) に取り組まれたのである｡
さて, 先生は����年代日本の ｢資産インフレ｣ 過程を ｢①現実資本の過剰を背景にしてまず
企業レベルで過剰な貨幣資本が発生した｡ ②このことが銀行に対し, 貸出残高の減少を防ぐべ

く企業へ遮二無二貸し込むことを強制した｡ ③日銀の低金利政策および政府の内需拡大・土地

再開発政策がその銀行の活動を支援した｡ ④それでも貸出市場の低迷によって貸付資本の閉め

出しが生じ, それらは株式市場へとその運動部面を求めた｣ ((�) ��ページ) と説明された｡
この解明の過程で先生は, 過剰貨幣資本の発生の契機を明らかにされている｡

しかし, 土地や株式のむやみな価格上昇は, そのこと自体が投資コストを増加させ, 需要を

減退させることを通じて価格上昇に歯止めをかける材料にもなりうる｡ すなわち ｢制動・反転

のメカニズム｣ が起動する可能性もある｡ とすれば, 上記の説明に説得力を加えるためには,����年代後半にこうした ｢メカニズム｣ が働かなかった理由にも答えなければならない｡ その
理由とは, 市中銀行に対する日銀の ｢窓口指導｣ の強化をひとつの重要な契機とする銀行によ

る民間向け信用供与形態の多様化であった｡ ただし, 日本銀行の貸出規制や円高の進行, 株高

を背景にした企業の証券形態での資金調達の活発化などにもとづいて銀行の信用供与の形態が

多様化したにもかかわらず, ｢資産インフレ｣ の原動力となった追加購買力の創出が銀行の信

用創造にあった点に変わりはないということもまた先生は明らかにされている｡ こうして ｢資

産インフレ｣ との関連において銀行の信用創造を位置づけられたのである｡

ところで, この ｢資産インフレ｣ のプロセスを解明する過程においていまひとつ先生が重要

視したことは, 金融政策の位置づけを明確にすることであった｡ 過剰貨幣資本の発生, 銀行信

用供与の形態の多様化にあっても, 日本銀行は金融引き締めを行うことで ｢資産インフレ｣ を

抑制することも可能であったはずである｡ にもかかわらずそうしなかったのは, ｢ドル防衛｣

と内需拡大という国際的要請から, ｢日銀は金利上昇の抑制や更なる低め誘導そしてドル買い

介入によって無制限的な銀行信用の拡張を容認, 促進｣ ((�), ��ページ) せざるをえず, これ
が地価や株価の急騰を招いたと結論付けられている｡

このように����年代半ば以降の日本の ｢資産インフレ｣ とその金融的プロセスが明らかにさ
れたわけであるが, これらを前提にして先生は ｢資産インフレ｣ を発生させる金融的基礎構造,

すなわち金融メカニズムの解明にとどまらない����年代の ｢構造｣ について次のような考察を
加えられている｡����年代前半の貨幣資本蓄積の特徴は国家債務の累積を軸にした金融活動の展開にあった｡
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このことは, その時期の金融活動が３つの資金循環 ①日本政府の国債大量発行に媒介され

た資金循環, ②アメリカの対外赤字を起点とし財政赤字を終点とする資金循環, ③オイルダラ

ーなどの国際的過剰貨幣資本が発展途上国の経常収支赤字をファイナンスするという資金循環

を主軸にして, それとの関連で展開されてきたということに端的に示されている｡ しかし,

途上国における累積債務問題およびアメリカの政策転換を契機にこうした金融構造が行き詰ま

ると, あらためて解決すべき２つの課題が私たちの目の前に提起された｡ ひとつは, 金融活動

の原動力をどこに求めるかという課題, いまひとつはアメリカの対外赤字問題に端を発するド

ル急落をいかに防ぐかという課題である｡ これらの課題に対する新たな対応が引き出した経済

現象こそ, 資産インフレであったと先生は主張された｡ 山口先生は, ����年代に生じた資産イ
ンフレの意味をこのような形で位置づけたられたのである｡

しかし, 先生の卓見は次の点にある｡ すなわち, この ｢資産インフレ｣ は, 直面する課題を

解決するどころか, その進行が課題をいっそう深刻化させると論じられた点である｡ いかなる

意味であろうか｡

第一は, 現実資本の蓄積と貨幣資本の蓄積との乖離の問題である｡ ����年代前半の金融構造
が崩れることによって露呈された限界とは, 国家信用といえどもそれに照応した現実的基盤を

もたずに膨張し続けることはできないこと, したがって現実資本蓄積と貨幣資本蓄積の乖離に

はおのずから限界があるということであった｡ その限界に直面した日本経済が見出した新たな

蓄積形態は ｢資産価格｣ の上昇を媒介にして ｢買うから上がる｣ ｢上がるから買う｣ を繰り返

すことで貨幣資本を蓄積していくというものであった｡ しかし, この貨幣資本の蓄積はいっそ

う現実資本蓄積との乖離を拡大させるものにほかならない｡ だからこそ ｢拡大した両者の 『距

離』 が強力的に収縮｣ ((�), ��ページ) しはしないかという人々の ｢不安｣ を醸成する｡ この
｢不安｣ がたんなる心理的作用だけにとどまらなかったことは, ｢バブルの崩壊｣ によって明ら

かであろうし, その後に世界で幾度も繰り返される金融活況・崩落を理解する上で重要な視座

を提供するものであったといえよう｡

第二は, 資産インフレの進行によって, いわゆるドル本位制のもつ基本的問題点が鮮明化す

るという問題である｡ いわゆる基軸通貨国特権によってアメリカが大幅な対外赤字を生み出し

ているにもかかわらず, それによって本来生じるはずのドルの対外価値の下落が進まないのは

黒字国の ｢協力｣ によるところが大きいことはいうまでもない｡ しかし, これは同時に, それ

ら協力国の貨幣主権を放棄することになりかねない問題を含んでいる｡ たとえば����年代に日
本で生じた ｢『資産インフレ』 は, 日本銀行がドル危機への対応のなかでまさに 『貨幣主権を

なかば放棄』 し, 米国 『にたいして完全に従層的な立場におかれ』 たことを端的に表現するも

のであった｣ ((�), ��ページ)｡
こうして先生は ｢『資産インフレ』 なる現象は 『ドル本位制』 への依存を強めつつ展開され

てきたわが国の資本蓄積構造を基盤としており, その発生はそうした構造に含まれる根本問題
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を提起するものとして位置づけられなければならない｣ ((�), ��ページ) と, ｢資産インフレ｣
の発生をその背後にある資本蓄積構造および政治関係のなかで理解する必要性を論じられたの

である｡ このような当時の先生の見解がいかに正鵠を射たものであったかを, 現在, 私たちは

知ることができる｡ ����年代に東アジア地域で生じた通貨・経済・金融危機, ����年前後にア
メリカで生じた株式バブルの崩壊, およびリーマンショックを契機に爆発した世界金融危機な

ど, この��年余り世界中で生じた危機は, いずれも先生の提起された問題と密接にかかわる根
本問題を抱えるものであったし, 各国および世界経済はそれを乗り越えるどころか, ますます

深刻の度合いを増しているからである｡ こうした事情もあって先生は, 若手研究者を取り込ん

だ共同研究に取り組み, その成果として����年代から����年のリーマンショックに至るまで世
界で継起的に生じたバブル現象を包括的に解明せんとした 『バブル・リレー』 (����年, 編著)
を編まれた｡ 先生の分析視角を活かしつつ, 新しい社会構築のためにその成果を示していくか｡

それは我々にとって先生からの ｢大きな宿題｣ ということになろう｡

さて, 先生の現状分析の切り口や視角を紹介する上でいまひとつ言及しておく必要があるの

は, ｢現先市場 (条件付債券売買市場) の生成について｣ (����年) である｡ ここで課題とされ
る ｢債券の条件付売買｣ は, 中央銀行の金融政策手段としてのそれではなく, 証券会社と顧客

の間で, あるいは証券会社を介して顧客間相互で行われるそれである｡ その売買が行われる現

先市場 (条件付債券売買市場) は, 昭和��年代になって急速に発展を遂げたのであるが, それ
はなぜか｡ この問いに対して ｢��年代に入るとコール市場が国債発行を容易にするため管理さ
れるようになり, そのことが, コール市場での資金需要を現先市場へシフトさせた｣ (���ペー
ジ) ためであると考えられていた通説を先生は以下のように批判し, 実物経済の動きと金融市

場との間に生じていた齟齬から, 市場の成立・発展を促した理由を描き出すことに成功されて

いる｡

第一に, 買い戻し条件付債券の売却は, その性質からいって既発債利回りが応募者利回りを

上回る状況, すなわち普通に債券を売却しては大幅なキャピタルロスが生じかねない状況下に

おいてそれを回避するために必要となるはずである｡ にもかかわらず, 市場が拡大を始める昭

和��年ころは, 既発債利回りが低下し, 応募者利回りとの乖離が大幅に縮小していた局面であ
って, 都市銀行は保有債券を条件付きで売却しなければならない環境になかった｡

第二に, 現先市場を特徴づける委託現先の本格的発展がみられる昭和��年には, 都市銀行の
貸出が増勢に転じて資金ポジションの悪化がみられるようになっていたが, 日本銀行は８月以

降, 都市銀行への資金ポジション指導を強化 (＝金融引き締め) しており, 都市銀行は追加資

金の調達, ポジション改善のために保有債券の売却を強いられるようになったため, 前年まで

にはなかった買い戻し条件付きで債券売却を行う必要が生じた｡ すでにみたように通説は ｢都

銀がコールをとって国債を引き受けても逆ザヤにならないようにコール・レートが管理され,

そのことがコール市場からの資金需要のシフトを引き起こした｣ と説明する｡ しかし, 昭和��
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年末ころにはコール・レートは, 日本銀行の政策転換によって上昇を始めており, 都市銀行が

コールをとって国債を引き受ければ明らかに逆ザヤに転じていたこと, そしてポジション指導

が強化されたことによって, 都市銀行は資金調達を従来のようにコール取入れ (外部負債の増

加) によってまかなうことが困難になり, そのため保有債券の売却による資金調達を余儀なく

された｡

以上のように説明することで先生は通説を一蹴され, 需要側からみた現先市場の生成・発展

にかかる認識を示されたのである｡

しかしこれはまだ需要面から市場拡大をみた一面でしかない｡ 現先市場の拡大を資金供給面

から支えたのは誰か｡ それを明らかにすることなしに現先市場の生成・発展を全面的に理解す

ることはできない｡ では, 条件付債券買い入れを活発化させ, 市場の拡大を資金供給面から支

えた主体は誰であったか｡ ここでも先生は, ｢農林系統金融機関など, 従来コール市場でその

資金運用を行っていた機関｣ という通説を否定し, 事業法人 (大企業) がその主体であったと

の見方を示し, 昭和��年代とは異なる昭和��年代, とりわけ日本銀行の政策転換後の��年後半
以降の都市銀行の資金調達難に対して一部大企業にみられた資金的ゆとりという特殊な金融構

造をあぶりだすことに成功されている｡

こうして先生は, ｢現先市場をコール・レート 『管理』 によって出現したコール市場の代替

物として把え, かかる視点から現先市場の生成・発展を論じようとする｣ (���ページ) 通説が
説明できなった現実を, ｢現先市場の発展は, むしろそれがコール市場に参加できない経済主

体を中心にした短期金融市場の発展を意味するところにこそ, もっとも重要な意義がある｣

(同上) とし, 都市銀行からの資金調達要求と大企業からの資金運用要求とが現先売買という

形でリンクされ, かかる過程を通してコール市場に参加できない事業法人などを主体とした短

期金融市場が発達した, と結ばれた｡ みられるように金融市場の形成・発展という ｢金融現象｣

の解明を直接的な課題としながらも, それをその背後にある ｢実体経済｣ の変化との関連にお

いて明らかにされたのである｡

このように, 先生の現状分析は金融という入り口から入りつつ, 現代経済の構造そのものを

明らかにする ｢構造分析｣ としての意味を色濃くもっている｡ 上記論文をはじめ, 『現代経済

と金融の空洞化』 (����年, 編著) など����年代半ばから後半にかけて発表された多くの論文
が ｢金融肥大｣ を抱えた当時の日本資本主義の ｢危うい構造｣ を指摘し, その後の ｢金融危機｣

を予見するかのようなものになっていたのもそのためであろう｡ また, 先生の最初の単著 『金

融ビッグバンの幻想と現実』 (����年) がたんなる解説書として金融制度や理論の説明をした
ものではなく, それらを現実問題のなかに位置付けて論じられた結果, 現代資本主義の一時代

の断面図となっていたのも同様の理由によるものであろう｡
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理論と現状分析を踏まえた実践――山口先生の政策論――

山口先生の業績を紹介するにあたって避けて通れないものは, 政策批判や政策提言である｡

もちろんそれは, これまで紹介・整理してきた先生の信用理論および現状分析分野における研

究が土台になっていることから, 骨太の政策論であることはいうまでもない｡ また, この分野

における先生の業績は, これまでの金融を主軸にしたものに加えて, 中小企業を取り巻く環境

とそれをめぐる政策にまで広がっていることに特徴をもっている｡

先生の政策批判・提言が増えていくその端緒となったのはいつごろであろうか｡ 私見によれ

ばそれは 『ポスト不況の日本経済』 (����年, 共著) を著されたころであると思われる｡ そこ
でまずは, バブル崩壊後の日本経済について論じられるなかで山口先生が示された処方箋とは

いかなるものであったか｡ 同書に示されたその紹介からはじめたい｡

バブル崩壊後の長期不況のもとでそれを脱しようとして日本企業の採った新戦略, それを先

生は２つ ひとつは大幅な価格引き下げによってシェア拡大を目指すという積極的な企業戦

略, いまひとつはアジア戦略の本格化 にまとめられた｡ しかし, 同時にその限界を指摘さ

れ, ����年代の不況を本当の意味で 『超える』 ためには, 繰り返し強調されながら成功してこ
なかった内需拡大や内需転換といった課題を達成するための ｢構造改革｣ の実現が必要である

ことを論じられている｡

そこで重要なのは, ｢なぜ内需の転換は失敗してきたか｣ という原因分析にほかならないが,

｢失敗の原因｣ として先生はかつての内需転換には３つの ｢不在｣ があったとの見方を示され

ている｡ 第一に ｢消費者｣ 不在の内需転換 失敗は ｢供給者主導型｣ の内需転換 , 第二

に ｢地方の不在｣ の内需転換 失敗は ｢都市再開発型｣ の内需刺激策 , 第三に ｢個人不

在｣ の内需転換 失敗は高い経済成長と国際競争力の上昇を最優先に構築された日本的企業

社会をそのままに, ただ量的な内需拡大にのみ躍起になっていたこと である｡ これらの原

因分析を踏まえて先生が示された成功へのキーワードは ｢分散・密着型経済｣ であった｡ 具体

的にいえば, 中堅・中小企業を活躍の主体とし, これらの �主役�を民間金融機構が資金供給
機構として重層的かつ地域的に支える経済社会を創出することである｡

では, それをどのようにして実現してゆけばよいか｡ これを考える上で先生が参照したのが,

アメリカで実施されている ｢地域再投資法 (���)｣ であった｡ 先生はこの ｢地域再投資法｣

の存在と監督機関による積極的な運用によって, 地域住民が金融機関への評価などを通じて自

らの地域のために積極的に行動を起こしていることに言及した｡ また, 金融当局や地域金融機

関はこうした住民運動を敵視するのではなく, それと協議しながら各種の融資プログラムを実

施していることを紹介している｡ ｢市場メカニズムを前提に, それに対して一定の効果をもつ

コントロール｣ を有するバランスの分散型経済を実現しようとする｡ こうしたアメリカでの取
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り組みを参照に, 地域の金融機関を積極的に取り込みながら, 中小企業経営者や住民などが主

体的に参加できる地域産業政策の立案システムの実現を提唱されたのである｡

｢不況下で進む金融再編が来るべき中小・中堅企業を主役とした分散・密着型経済の足かせ

になっているどころか, 逆に ｢集中｣ 化を促進している｣, ｢あるべき姿に対して逆行する日本

経済に対してどのような処方箋を出し続けることができるのか｣｡ こうした現状分析と問題設

定とに先生の研究分野であった金融分野の課題と, これからの時代の主役としての中小企業を

取り巻く諸課題との結節点を確認することができる｡ 以降, 先生は金融問題と中小企業問題と

の橋渡し役として, それぞれ, ないし両者が抱える問題の提起と解決策も提示され続けている｡

これに関する今日までの先生のご活躍を２つみておこう｡

ひとつは, 先にみた ｢地域再投資法｣ の日本版ともいえる ｢金融アセスメント法｣ 導入のた

めの理論的支柱となり, 金融行政の転換の一翼を担われたことである｡

知られるように, バブル崩壊後の信用収縮・金融機構の整理再編の過程において進められた

金融行政・監督は, 不良債権処理一辺倒であった｡ その結果, その影響を受け, 負担を強いら

れたのが中小企業であった｡ 資産の健全性を求められた金融機関による債権の回収は, 債務者

区分が低くならざるをえない中小企業向け貸出を中心に行われ, そのことが健全な中小企業を

含めて経営上の困難をもたらしたからである｡ こうした金融行政の在り方に対し先生は 『誰の

ための金融再生か』 (����年) や 『経済再生は ｢現場｣ から始まる』 (����年) などにおいて
｢不良債権処理｣ を焦って借り手企業の倒産を招くよりも, その経営再建を支援することで

｢不良債権減らし｣ を実践していくことが金融機関にとってもまた日本経済とっても有効であ

ることを論理的に示し, 同時に丹念な現場取材を積み重ねて, 先生の主張を実践する金融機関

がいかに ｢不良債権を減らしているか｣ を明らかにされた｡

また, 当時の金融機関評価の在り方にもメスを入れ, 地域貢献度など ｢金融の公共性｣ を評

価基準に組み込んだ ｢金融アセスメント法｣ という新たな金融機関評価の仕組みも提起されて

いる｡ 先にみた ｢地域再投資法｣ の日本版である｡ この提案には多くの中小企業者が賛同し,

同法の制定を求める署名が全国で���万筆を超した｡ また, 全国の�����を超える地方自治体で
も同法制定を求める意見書が可決されるなど, 中小企業者を中心とした一大ブームメントを起

こすきっかけとなった｡ 後に政府が地域金融機関に対しては不良債権処理に数値目標を設定し

ないこと, 借り手企業の経営再建に取り組むことで不良債権問題を解決していくべきこと, 地

域貢献の状況について情報を開示すべきことなどを織り込んだ ｢報告書｣ を出して政策転換を

図ったことを考えると, 先生の提案や行動が金融行政を方向転換させる起動因になったといえ

るのではないだろうか｡

さて, いまひとつは, ｢連携｣ と ｢国際化｣ をキーワードにした中小企業活性化支援の理論

的・実践的な推進役としてのご活躍である｡

なぜ ｢連携｣ なのか｡ これまでの各時代において企業が直面する課題を特徴づけるものとし
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て ｢規模の経済｣ や ｢範囲の経済｣ といった考え方が登場してきたが, それらはいずれも ｢効

率化｣ や ｢低コスト化｣ を企業間競争の最大の武器として位置づける点において共通するもの

であった｡ しかし ｢今や……アジア新興国企業が, 低コストを武器に 『追いつけ, 追い越せ』

と迫ってくる時代である｡ こうした時代にあっては, 日本企業は新製品の開発や新市場の創造,

新価値の創出といった不断の創造的イノベーションで対抗していくほかはない｡ 問題は, 中小

企業がこれを実践するには, 情報も経営資源も販路開拓の能力もあまりに限られていることで

ある｡ その限界を突破する一つのツールとして, あらためて �連携�というものの持つ経済的
機能に注目が集まっている｡｣ (��‒��ページ)｡ 先生は 『現場に ｢解｣ あり！』 (����年) にお
いてこのように ｢連携｣ を重視される意図を述べられている｡ これまでの ｢効率｣, ｢コストダ

ウン｣ ではなく, 新しい経済社会のもとにあって必要なものは ｢連携の経済｣ にほかならない

ということを社会に訴えることを通じて, 強靭で活力のある中小企業を支援してこられたので

ある｡ 実際, 先生は関東経済産業局で��年以上にわたって ｢新連携支援政策事業評価委員長｣
を務められ, 中小企業の連携支援に携わっておられる｡

他方, ｢低賃金を求めた工場の引っ越し｣, ｢技術や機械, 生産性が遅れている新興国への技

術移転｣ というイメージが定着した海外進出についても, 現代の理由はかつてのそれとは大き

く変わっており, 海外進出に対する考え方そのものを変える必要性があることを主張されてい

る｡ 『山口義行の �ホント�の経済』 (����年) では海外進出を ｢相手のニーズを分析し, 自分

たちの独自技術……を生かしながら, 新興国にニーズを満たしていく｣ (���ページ) こと,
｢グローバルなビジネスモデルを構築すること｣ (���ページ), さらに一歩進んで ｢日本の伝統
や文化を生かして海外で新しい文化や習慣を創り出す, そういうクリエイティブな活動｣ (���
ページ) と捉えることの必要性を主張されている｡ もちろん, そのことを実践するためには中

小企業のもっている情報・資金には限りがある｡ それゆえ先生は公的支援と民間支援とを連携

させる必要性を論じるとともに, 公的支援における省庁間連携の推進を期待され, ｢中小企業

海外展開支援事業｣ を実施する外務省において ｢参与｣ というかたちで同事業に関わり続けて

おられる｡ 日本市場の成熟化に加え, ����年の世界金融危機以降の世界経済・産業の構造変化
に直面した中小企業は委縮する存在などではなく, 海外進出を上記のように捉え直し, 改めて

戦略を練ることで活躍の場が広がることを先生は中小企業経営者に示され続けているのである｡

以上のように, 先生のご活躍を紹介してきた｡ これらの活躍は現在進行形でのものであるか

ら, ここに記したことは ｢本号｣ が刊行されるころには ｢過去の業績・実績｣ になっているか

もしれない｡ また, 先生のご活躍の幅がより広くなっていくことも十分に考えうる｡ しかし,

先生の実際のご活躍がどんなに多彩であっても, これまでの研究と実践を通じて先生が目指さ

れている社会とはどのようなものかを理解しておくことで, 先生のご研究・活動・主張を一貫

したものとしていっそう深くその意図を理解することができるようになるに違いない｡ そこで
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最後に先生の現実問題とその解決のための考え方を 『誰のための金融再生か』 のなかから紹介

しておきたい｡

｢近年の経済論議には, 顕著な特徴が確認できる｡ その一つは, 様々な経済事象を貨幣的現

象としてとらえ, その枠内で問題を設定し, 解決のための諸施策もその枠内で考えていこうと

する傾向｣ (���ページ) であり, もう一つは, ｢『市場原理』 へのこだわり｣ (���ページ) であ
る｡ 経済現象を ｢マネーの世界｣ の問題へと矮小化したり, ｢市場原理｣ なるものに行き過ぎ

たこだわりをもつことが, どのような理論的混乱や現実的悲劇を生みだしてきたか, このこと

は先生のこれまでの著作の中で数多く取り上げられ, 厳しく批判されてきた｡ しかし, 経済議

論の潮流は同書が書かれた����年から変わったとは言い難い｡ それどころか, 貨幣数量説にも
とづく金融政策は未曽有の社会実験を実施し, それに失敗した結果, 社会に大きな負荷をかけ

ようとしている｡ それゆえ先生は, 経済論議におけるこれらの ｢呪縛｣ を解き, 現実世界の多

様な試みに目を向けさせることを通じて, 我々が直面する問題の解決への道筋を示そうと努め

られている｡

また, 目指すべき社会についても ｢自由化と金融緩和の時代だからこそ, 現実社会のもつ多

様性を, 日本経済の発展と国民の生活の安定にどう活用していくかが課題になる｡ 多様な産業

がバランス良く配置され, 多様な行動原理をもつ組織が存在し, 多様な価値基準にもとづく評

価が実施される｡ そうした活力ある多元的な社会を再構築するという観点に立って, あらため

て構造改革のビジョンづくりを開始すべき時がきたのではないだろうか｣ (���ページ) と主張
されている｡ 誤解を恐れずに一言でいえば, 先生の目指される経済社会とは ｢市場メカニズム

を前提とする人間が主役の市場経済｣, あるいはまた, ｢より 『人間的な』 新しい市場経済｣ と

解すことができるのではなかろうか｡ しかし現代の経済社会は, まだこうした時代に到達して

いるとは思われない｡ だが, それを悲観していても何も変わらない｡ であるとすれば, その構

築に向けていま動き出さなければ, いつ・誰がやれるのか 先生はこうした使命感をもち,

その理論的支柱として活躍されてきたのである｡

人

タッカーホール４階の����教室 (当時)｡ 一人は汗をかきながらあたふたと報告し, 一人は

黒いシャツに黒いスーツ, 腕を組んで目をつぶってじっとそれを聞いている｡ 報告が終わった

ことが告げられるとギロッと一瞥してハァっとため息をついた後に一言｡ ｢学部ゼミ生の方が

もっといい報告をする ちゃんと考えてこい｣ ｡����年４月の同教室で行われた大学院授業におけるこうした一コマを今でも鮮明に思い起こ
す｡ 前者が私, 後者が山口先生である｡ この一言で私と先生とのお付き合いが始まって以来,��年の月日が過ぎようとしている｡ 先生はこうしたやり取りを覚えておられないであろうし,
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ましてその相手が十数年後に同僚になるとは夢想だにしなかったに違いない｡ 私もそうである｡

それゆえ, 私が本学に着任した最初の教授会において言われた一言＜教授会で君と席を並べる

とはねぇ＞は, 私にとって心に深く刻まれる言葉の一つになっている｡

擬音で表すことが許されるのであれば, 先生は理論的な問題をキリキリと詰めながら, 現実

問題をイキイキと解いていくことを常に求められてきた｡ 先生の前で報告するとき, その音が

部屋に木霊し, 迫りくるかのように感じ, 私はますます追いつめられたりした｡

いくつもの論考やメディアでの発言を伺う限りそうは思えないかもしれないが, 先生は文章

を書くことに慎重である｡ とういうよりも先生ご自身が問題をイキイキととらえ, かつそれが

理論的に詰められたものでなければ文章化されてこなかった (しかし, いったん納得された後

の執筆スピードは速い) からである｡ ご自身が納得いかないということもあろうが, そうして

得られた考察や知見が ｢息の長い研究｣ になることを感じておられるからであろう｡ だから先

生は私たちの報告や研究についても, 詰められていないもの・考えつくされていないものに対

しては容赦なしに質問し, 指摘し, 指導された｡ それは先生が院生を一人の研究者として隔て

なく接しておられたからであろうし, 三宅義夫先生, 久留間健先生にご自身が院生として指導

を受けるなかで, 先生方や他の院生と喧々諤々, 真剣に対峙されてこられた経験にあるのでは

なかろうか (当時の様子は, 三宅義夫先生追悼集世話人会編 『ゆっくり, きちんと』 にも記さ

れている)｡

とはいえ, こうした事情もあってか, 山口先生の講義を受けた者, 指導を受けた者のなかに

は ｢近寄りがたい｣ ｢反論されるのが怖い｣ といったように感じて先生を前に萎縮された方も

少なからずいたと推測される｡ というのも, まさに私がその一人であったからである｡ しかし,

さまざまな場面でお付き合いしてきたなかで私が感じる山口先生の印象は ｢怒り上手な人｣ と

いうものである｡ 先生の厳しい指摘・言葉は自らの足りなさを痛感させるものではあるが, し

かし同時にその言葉を聴くと ｢やらねば｣ という決意が沸いてくる｡ そしてその課題が解決さ

れたときに掛けられる先の厳しさとは一転した優しい言葉が魅惑の言葉である｡ この言葉が

｢次もやってみよう｣ という意欲を掻き立てるのである｡ 冒頭記したように, 先生の言葉には,

それに刺激を受け, 自らも考えてみよう思い, そして行動を起こさせる魅力がある｡ 私をはじ

め, 先生とお付き合いのある多くの人たちがこのサイクルを繰り返してきたに違いない｡

それは言葉を介するものばかりではない｡ 名の記されていないものも含めて, 私は幾度か先

生とともに文章を書く機会に恵まれた｡ あるとき, 私が先生との共著論文として提出した原稿

と出版された論文とを見比べて衝撃を受けたことがある｡ ��ページ程度の分量のうち, 私の書
いた原稿の文章が１文を除いて残っておらず, 残りの全部を先生が書き直されたのである｡ 先

生の原稿と私の原稿との差は一目瞭然, それは文章の書き直しという無言の指導であった｡ 正

確な考察や記述がなされるのは当然, その上でそれをどのように伝えるか｡ １文しか残らなか

ったという現実を受け止めて, 完成された先生の文章を何度も読み返したことが昨日のことの
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ように思い出される｡

さて最後に, 先生を語るうえでは, ｢大人数なのに私語がない｣ として学内外で高い評価を

受けていた講義について触れないわけにはいかない｡ こうした授業を実現しなければならない

と思われるきっかけとなったのは, 最初の赴任校での経験であった｡ 教員であれば一度は経験

のある私語が多く, ザワザワした授業の雰囲気に対して, 先生は ｢希望に燃えて就いた職が

『聞く気のない学生たちに向かって, 一方的に��分間しゃべり続けること』 なのかと愕然とし
た…… 『俺はこんな一生は絶対にいやだ』｣ (小林純 ｢私語のない授業 一つの事例報告｣

『大学教育研究フォーラム １』 ����年, ��ページ) と考えられた｡ この思いが聴かせる授業
を実現しなくてはという強い動機になったと後に回顧されている｡ そこから試行錯誤を繰り返

し, ｢私語のない授業｣ を実現されたのである｡

これは立教の大人数講義になっても続いた｡ しかも私語がないだけでなく, 学生が積極的に

耳を傾ける講義として評判になった｡ ����人超の出席者がいながら私語のない授業�は多くの
メディア関係者からの取材を受けることになり, 結果的に 『聞かせる技術』 (����年) の出版
につながったという｡ 同書は大学や高校などで多人数授業を担う教育関係者の参考に付され,

授業運営の改善に大いに役立っている｡

なぜこうした授業ができるのか｡

｢君たちうるさいぞ！｣ 教室がザワザワするとこうも言いたくなる｡ しかし, 先生がこ

うした注意をしたことを聞いたことはない｡ その代わり先生はこんな言葉を当該学生に投げか

ける ｢この列の後ろから３番目の青いシャツを着た君, 何か質問があるのか？｣｡ この言

葉をきっかけに教室は静まり, 注意はその学生がどのように答えるか, それに先生はどのよう

に反応するかに集まる｡ つまり, 先生はどんなに大人数でも ｢���対１｣ の関係ではなく, ｢１
対１｣ で学生と向かい合うつもりで講義に臨まれた｡ ｢不特定多数の皆さん 静かに｣ ではな

く, ｢君｣ と呼びかけることで, 学生の意識を講義に向けさせ, その目を自分の方へ集中させ

たのである｡

もちろん, それだけで学生が継続的に講義に出るとは限らない｡ ただ静かなだけでなく, ほ

とんどの学生が１年間最後まで出席し続けている｡ ではなぜ毎回���人もの学生が, 先生の話
を聞いたのか｡ 先生が心がけられたのは, 学生が講義に出てためになる, おもしろい講義を展

開することであった｡ もちろん, �ワッハッハ�といった笑いの面白さではない｡ ｢『おもしろ
い授業』 とは学生の問題関心を引き出す授業である｡ 学生の勉学にとって講義は所詮 『入り口』

でしかない｡ 講義によって呼び起こされた問題関心に従って本や新聞を読んだり, 他人と議論

したり, あるいは資料や論文にあたったりすることで学生ははじめて勉学を実践する｣ (��ペ
ージ)｡ だから, ｢学問体系を多少犠牲にしても……学生たちが目にしたり耳にしたりする経済

事象と講義で取り上げた理論的な問題が同関連しているかを説明したり, 科学的に事柄をとら

えることとマスコミ等で一般に流されている議論を鵜呑みにすることとがいかに違うかを繰り

立教経済学研究 第��巻 第３号 ����年���



返し強調｣ (��ページ) すること, 言い換えれば, 学生を �ハッ�とさせることを通じて勉学
の ｢入口｣ を広げること, これが教員の使命であると先生は言われたのである｡

｢君たち, 財布の中に�����円札と���円玉があるでしょう｡ それを机の上に出してみて, そ
れをよ～く眺めて, 形状や金額以外でこの２つの貨幣的な違いを見つけてください｣ ｡ 金

融論の初回講義はいつもこうした発問からはじまり, いつの間にか貨幣とは何か, 金融政策と

は何かといった抽象的, 具体的な事象を学生に考えさせる機会を提供していた｡ 具体的な事柄

から抽象的な事柄へ｡ 感覚的に理解できるものから, 論理を駆使しなければ解けない問題へ｡

先生の講義は, こうした手順にそって, 多くの学生を開眼させ, 勉学の入り口を広げることで

高い評価を得てきたのである｡

山口先生の講義を見聞きした人の多くは, これを真似し, 実践しようとした｡ 私もその一人

である｡ しかし, 先生ほどうまくいったためしがない｡ そして, それは技術だけの問題ではな

いことを痛感する｡ 研究と実践に裏付けられた ｢ものの見方, 考え方｣ が示され, それが今ま

での ｢常識｣ と違うと気づかされるから, もっと聞いてみたいという思いを引き出すことがで

きるのだということに気が付くのである｡ 専門家なればこそ, 多様な現象を整理し, それを原

理的なものに関連付け, 常識の虚をつく議論が展開できるという大学教員としての矜持を先生

はお持ちなのであろうと思う｡ それは学生に向けての話だけではない｡ 現在, 多くの企業経営

者が何度も先生の講演に足を向けるのも同じ理由に違いない｡

定年退職を迎えるまでの数年の間, とくに冬場になると先生は常に ｢喉が……｣ ｢腰が……｣

と渋い顔つきで会議の場に現れることが多くなった｡ しかし, 日本経済は先生があるべきとす

る ｢『人間的な』 市場経済｣ の構築も, ｢多様な産業がバランス良く配置され, 多様な行動原理

をもつ組織が存在し, 多様な価値基準にもとづく評価が実施される多元的な社会｣ の再構築も

まだなされていない｡ いずれも長い道のりであるから, その実現のためには私たちにもその一

端を担うことを期待されているのかもしれない｡ だとしても, 先生にはまだまだその牽引役に

なっていただかなくてはならない｡ ご自愛いただき, 先生のさらなるご活躍を祈念して本稿を

終えることとしたい｡

山口義行先生の人と学問 ���
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